
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.104-105　アメリカ合衆国にみる生産と消費の問題
2．目標　⑴　�車社会化に代表されるアメリカ合衆国の大量生産・大量消費の生活様式の特色と、その課題を理解するこ

とができる。
� ⑵　�アメリカ合衆国の生活や文化の特色や課題から、持続可能な社会を解決するための解決策を主体的に追究

することができる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「駐車場に囲まれ
た大リーグのスタジア
ム」を題材にし、本時
の課題をつかむ。

２．予想した内容を話
し合い、学習課題への
見通しを持つ。

○　広大な駐車場に囲まれたスタ
ジアムの風景を見せながら、本時
への導入を図る。

○　身近な風景や経験と比較させ
ながら、気付いたことを自由に発
表させる。

○　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た�
せる。

展
　
　
開

３．アメリカ合衆国で
は車社会が形成され、
大量生産・大量消費の
生活様式になっている
ことを理解する。

○　アメリカ合衆国は人口あたり
の自動車保有率が高い理由を考え
させる。
◆　高速道路網の整備や広大な駐
車場が整備されたショッピングセ
ンターなどの特色を理解させる。

◆　アメリカ合衆国は世界で最初
に車社会が始まり、買い物などに
も自動車で行くのが当たり前であ
ることを理解させる。
◆　車社会化に関連して、大量の
商品が購入できることから大量生
産・大量消費につながっているこ
とに気付かせる。

学習課題：�アメリカ合衆国の人々の生活には、どのような特色があるのだろうか。

評価との関連 指導のポイント

知識・技能 ・アメリカ合衆国の大量生産・大量消費にみられる生活や文化の特色を理解している。

思考・判断・表現 ・アメリカ合衆国の持続可能な社会への取り組みについて多面的・多角的に考察している。

主体的に学習に
取り組む態度

・�アメリカ合衆国の生活や文化の特色や課題から、持続可能な社会を実現するための解決策につい
て追究している。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント

写真を見て気付いたことを挙げてみよう。

アメリカ合衆国の自動車保有率が高くなっている
のはなぜだろうか。

アメリカ合衆国で生まれ世界に広まった生活様式
や文化とその課題を予想してみよう。
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展
　
　
　
　
　
　
開

４．資料から、アメリ
カ合衆国の生活様式が
もつ課題を読み取る。

　⑴　アメリカ合衆国
　　　生まれの製品、
　　　文化
　
　⑵　廃棄物の処理

　⑶　１人あたりの
　　　ガソリン消費量

５．課題の解決策を考
察する。

○　アメリカに本社がある有名な
多国籍企業を挙げさせる。
◆　車社会化や大量生産・大量消
費以外にも日本で一般的になって
いるアメリカ合衆国由来の文化が
多いことに気付かせる。

○　アメリカ合衆国は日本の約５
倍の廃棄物が出ていることに気付
かせる。
◆　アメリカ合衆国では大量の廃
棄物が埋め立て処分されており、
自然環境に負荷がかかっているこ
とに気付かせる。

○　アメリカ合衆国の１人あたり
のガソリン消費量が特に多くなっ
ている理由とその課題を考えさ�
せる。
◆　車社会化は資源の大量消費に
もつながり、温室効果ガスの排出
から地球温暖化につながりかねな
いことに気付かせる。
◆　アメリカ合衆国の課題に対す
る解決策を考えさせる。
○　身近な解決策から企業や国家
レベルの解決策まで、さまざまな
意見を出させる。

整
　
　
理

６．本時のまとめをする。

７．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　生活様式として定着してし
まった車の利用や大量生産・大量
消費といったスタイルが、ガソリ
ンの大量消費や大量の廃棄物につ
ながり、地球温暖化などの環境問
題に影響する可能性があることを
説明できたか確認する。

○　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

節
の
振
り
返
り

８．「節の学習」の振
り返り活動を行う。

○　「節の振り返り」へ記入させ、
次節の学習へつながりを持たせる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

あなたの生活の身近にあるものを探してみよう。

アメリカ合衆国の廃棄物処理方法の特徴を挙げて
みよう。

図から分かるアメリカ合衆国の課題を挙げ、そこ
から考えられる具体的な問題と、解決策を考えて
みよう。

北アメリカ州では、アメリカ合衆国を中心に巨大
な産業が発達した結果、地域にどのような影響が
生じているのだろうか。

この節で学んだことから、次の節の学習に生かせ
ることを考えてみよう。

持続可能な社会を目指す上で、アメリカ合衆国の
生活様式にはどのような課題があるのか、説明し
よう。
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